
2016～2017年度 R Iテーマ 

【第1390回例会次第(2017年3月第4週)】 

3月6日のMakeUp後の出席率 96.61％ 

No．1348 

【第1389回例会記録(2017年3月第2週)】 

日時：2017年3月13日(月) 12:30～ 

会場：米子全日空ホテル 

出席率  63名[内免除4名] 中 42名 71.19％ 

ビジター 0名  

RI会長 :ジョンＦ･ジャーム(米国) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 庄司尚史(境港) 

 会長：波多野和雄 幹事：長谷川義明 雑誌･会報：岩﨑武夫  

人類に奉仕するロータリー 

１. 開会点鐘             

２．｢四つのテスト」斉唱 

３．会長挨拶   

４．来賓及びビジター紹介 

５．幹事報告 

  Ａ．例会変更のお知らせ           ビジター受付 

    米子東RC…3/29(水)休会           なし 

    米子中央RC…3/30(木)夜間例会      あり 

   Ｂ．その他           

６．委員会報告 

  Ａ．親睦・出席委員会 

     出席報告・スマイル発表・事業所創立記念日 

  Ｂ．その他 

８．閉会点鐘 

  

   【次回(第1391回)例会のご案内】 
   4月3日(月) 12：30～米子全日空ホテル 
   会員増強委員会担当 

【卓話】「特殊詐欺の現状と対策について」 

         米子警察署生活安全課 警部補 中谷雅臣氏 

 昨年の特殊詐欺の被害額は、減ってい

るとは言え全国で４百億円を超えている。

鳥取県では２５件で約７千万円、今年に入

り７件の被害が発生しているが、うち４件が

電子マネーを購入させる特殊詐欺であ

る。これは利用していない利用料を請求する手口で、ネットを

利用中「会員登録完了」と表示され電子マネーやプリペイド

カードを購入するよう指示されたりするので、その場合は無視

するか消費者生活センターや警察署（警察総合相談窓口

#9110・匿名でもＯＫ）へ相談してほしい。 

詐欺の手口としては、従来からあるオレオレ詐欺（例：会社

の小切手が入ったカバンを忘れたので同僚にお金を手渡す

よう指示）や架空請求詐欺（例：口座が悪用されているのです

ぐに解決金を送るよう指示）のほか、最近特に増加しているの

は還付金詐欺（例：公的機関の職員等を装い、税金の還付

があると言ってＡＴＭの操作を指示）である。 

いずれにしても、「自分は騙されない」と思っていながら被

害に遭う人が絶えないので、キーワードである「お金」に関す

る電話やメールはすぐ詐欺を疑うことと、１人で判断をせず相

談してほしい。そのことでほとんどの詐欺は防止できる。ま

た、詐欺犯は証拠が残る留守番電話を嫌う傾向があるので、

特に高齢者の方には、在宅中であっても留守番電話の活用

（実際の連絡は携帯電話を利用）や、ナンバーディスプレー

を設定し非通知表示の場合電話に出ないこと等も対策として

有効である。         （西宇建雄 記） 

～水と衛生月間～ 

お 知 ら せ  

・新・旧ｸﾗﾌﾞ協議会…3/28(火)18：30～米子全日空ﾎﾃﾙ 

・花見例会…4/9(日)お台場公園、料亭 峰 

・例会変更…4/10(月）→4/9(日）に変更 

・地区研修・協議会…4/16(日)倉敷市芸文館 

・合同ＩＭ…4/23（日）ホテル―ニューオータニ鳥取 

・例会休会…4/24(月)定款６条により 

・午輪句会…4/24(月)18：00～美さご 

・春季親睦ゴルフ会…4/30(日)大山平原ゴルフクラブ 

日時：2017年3月27日(月)12：30～ 

会場：米子全日空ホテル 

７.【卓話】｢いのちを繋ぐ医療とは？ 

    ～移植医療を通して命について考える～」 

   公益財団法人 鳥取県臓器・アイバンク 

    臓器移植コーディネーター 永栄幸子 氏 


